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12月の安心かわら版
12月の主な行事

２２日 ： 冬至
２５日 ： クリスマス
３１日 ： 大晦日・年越し

１日 ： 映画の日
３日 ： 秩父夜祭り
７日 ： 大雪

震源の遠方では、最初に小さな縦揺れ、その後に大きな横揺れを感じることが多い。

余震は、数か月、あるいは数十年に渡って続く場合もある。

規模の大きい地震では、周期の長いゆっくりとした大きな揺れが生じやすい。

津波は、海が深いほど速く伝わりやすく、沖合ではジェット機ほどの速さになる。

津波は最初が一番大きいとは限らず、後からくる津波のほうが高くなることもある。

事前準備 家具の転倒・落下・移動を事前に防ぐ

事前に家具を固定しておくことは、家庭内で身の安全を守ることにつながります。家具は、L型金具等で壁下地
（柱・間柱・胴縁等）にネジで固定し、それだけでは固定が難しい場合は、ポール式器具（つっぱり棒）やマッ
ト式器具等を組み合わせて固定しましょう。

発災直後 建物の倒壊や窓ガラスの落下から身を守る

地震の強い揺れによって、住宅地ではブロック塀や石塀等が、オフィス街ではビルの窓ガラスや看板等が倒壊・落
下してくる危険があります。2階建て以上の住宅のベランダに置かれているエアコンの室外機等が落下してくるこ
ともあるため、外出時に揺れを感じたら、かばん等で頭を保護し、できるだけ建物から離れましょう。

発災直後 津波に注意し、すぐに高台へ逃げる

海岸近辺で強い揺れに襲われたときは、避難の指示や勧告を待たず、安全な高台や避難地をめざしてすぐに
避難しましょう。近くに高台がない場合は、3階建て以上の建物をめざし、3階より上に上がります。最初の
波のあとにさらに高い波が来襲することもあるため、いったん波が引いても元の場所へ戻らないようにしま
しょう。

発災直後 火災の原因をなくす

地震発生時は、身の安全を確認した上で、使用中の暖房器具等の火を消す、機器類のスイッチを切る、避難時に
ブレーカーを遮断するなどして、火災を防ぎましょう。日頃から可燃物や落下物の有無に配慮する、不要な電気
機器のプラグは抜くといった習慣を身に付けることも火災防止に役立ちます。




